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問題に関するアンケート結果まとまる
　一日向市との合併協議を進めます一

　
町
で
は
、
今
後
、
町
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、
「
自
立
の
道
を
選
択
す
べ
き
か
」
そ
れ
と
も
「
合
併

の
道
を
選
択
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
「
町
民
の
意
向
に
沿
っ
て
、
町
の
進
む
べ
き
道
を
決
定
」
す
る
た

め
、
8
月
中
旬
か
ら
町
内
1
2
地
区
で
町
政
等
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
座
談
会
に
は
、
町
全
体
で
4
9
3
名
の
方
の
出
席
が
あ
り
、
合
併
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
1
、
7
5
5
戸
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
、
1
、
7
5
5
世
帯
中
、
1
、
1
3
7
世
帯
6
4
・
7
8
％
、
回
答
率
は
一
、

1
3
2
世
帯
で
6
4
・
5
0
％
で
し
た
。

　
全
体
（
表
1
）
で
は
、
「
自
立
の
道
」
2
4
4
人
で
2
1
・
5
5
％
、
「
合
併
の
道
」
の
中
で
1
市
2
町
（
東

郷
町
と
日
向
市
・
門
川
町
）
は
3
6
0
人
で
3
1
・
8
0
％
、
1
市
1
町
（
東
郷
町
と
日
向
市
）
は
4
2
5

人
で
3
7
・
5
4
％
と
な
っ
て
お
り
、
7
8
5
人
6
9
・
3
4
％
（
3
分
の
2
）
は
、
「
合
併
の
道
」
を
選
択
し
て
い

ま
し
た
。

　
年
齢
別
（
表
2
）
で
は
、
7
0
代
の
回
答
者
が
一
番
多
く
3
2
6
人
で
2
8
・
7
9
％
、
次
い
で
5
0
代
で
3

1
4
人
2
7
・
7
3
％
、
6
0
代
で
2
8
3
人
2
5
・
0
0
％
の
順
で
し
た
。
そ
の
内
、
5
0
代
で
は
1
市
－
町
が

1
1
6
人
3
7
・
0
0
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
1
市
2
町
で
9
9
人
3
2
・
0
0
％
、
3
番
目
に
自
立
で
7

7
人
2
5
・
0
0
％
と
な
っ
て
い
る
。
6
0
代
で
は
1
市
1
町
が
1
0
5
人
3
7
・
0
0
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

1
市
2
町
で
9
3
人
3
2
・
0
0
％
、
3
番
目
に
自
立
で
6
3
人
2
2
・
0
0
％
と
な
っ
て
い
る
。
7
0
代
で
は
1

市
1
町
が
1
2
0
人
3
7
・
0
0
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
1
市
2
町
で
1
0
8
人
3
3
・
0
0
％
、
3
番
目

に
自
立
で
6
3
人
1
9
・
0
0
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

回答状況表1

合　併　の　道
総　数 自立の道

1市2町 1市1町 その他
360人31．80％ 425人37．54％

103人 9．10％L132人 100％ 244人 2L55％

785人（69．34％）

年齢別内訳表2

合　併　の　道
合計年代 自立の道

1市2町 1市1町 その他

20代
7人 5人 12人 1人 25人

28．00％ 20．00％ 48．00％ 4．00％ 220％

9人 10人 21人 5人 45人
30代

20．00％ 22．00％ 47．00％ ll．00％ 3．97％

25人 45人 51人 18人 139人

40代
18．00％ 32．00％ 37．00％ 13．00％ 12．31％

年
　
　
　
齢
　
　
　
別

50代
77人 99人 116人 22人 314人

25．00％ 32．00％ 37．00％ 7．00％ 27．73％

63人 93人 105人 22人 283人

60代
22．00％ 33．00％ 37．00％ 8．00％ 25．00％

63人 108人 120人 35人 326人

70代
19．00％ 33．00％ 37．00％ 11．00％ 28．79％

244人 360人 425人 103人 L132人

計
21．55％ 31．80％ 37．54％ 9．09％ 100．00％

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て

　
町
で
は
、
全
世
帯
の
約
7
割
が
「
合
併
の
道
」
を
選
択
し
て
お
り
、
町

民
の
判
断
を
尊
重
し
た
い
と
し
て
、
合
併
相
手
と
し
て
最
も
要
望
が
多
か

っ
た
日
向
市
と
の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
、
町
議
会
と
と
も

に
、
9
月
2
4
日
、
日
向
市
長
と
同
市
議
会
議
長
に
対
し
、
一
睡
一
町
に
よ

る
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
門
川
町
に
も
今

ま
で
の
経
緯
を
伝
え
る
と
と
も
に
日
向
市
と
の
合
併
協
議
に
参
加
す
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
が
、
門
川
町
と
し
て
は
、
当
面
考
え
て
い
な
い
旨
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
合
併
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
改
正
合
併
特
例
法
期
限
内
の
平
成

17

N
3
月
ま
で
に
知
事
へ
の
申
請
、
1
8
年
3
月
ま
で
の
合
併
を
目
指
し

て
、
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

人
事
異
動

　
1
0
月
1
日
付
け
で
、
町
職
員

の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
）
内
は
、
旧
所
属

▽
小
林
英
明
　
企
画
調
整
課
市

町
村
合
併
対
策
係
長
（
建
設
課

管
理
係
長
）

▽
若
杉
健
司
　
企
画
調
整
課
市

町
村
合
併
対
策
係
主
査
（
総
務

課
管
財
係
主
査
）

▽
長
友
久
美
　
企
画
調
整
課
市

町
村
合
併
対
策
係
主
査
（
同
課

企
画
調
整
係
主
査
）

▽
小
林
潤
司
　
建
設
課
管
理
係
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
係
）
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第
5
6
回
宮
日
美
展
込
置

特
選
曾
崎
日
日

噂

彦
喀
4
磁
罪

報
庫
．
彪
砿

推
毒
託
あ
’

あ
鋤
き
絢

案
禰
獅

幽
歩
林
陰
晩
　
編
成
薄
酔
餓

高
花
兼
勤
墜
　
遠
柳
帯
煙
疎

畝原ひろみさん漢字「呉蘭記憶」

　
第
五
十
六
回

宮
日
総
合
美
術
展
・

書
道
部
門
に
お
い
て
、

小
野
田
の
畝
原
ひ
ろ
み
さ
ん
の

作
品
が
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
賞
（
特

選
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
添
原
さ
ん
は
、
同
美
術
展
に

お
い
て
、
過
去
に
入
選
六
回
、

奨
励
賞
一
回
転
受
賞
さ
れ
て
お
り
、

「
我
流
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

古
典
を
精
読
し
、
書
体
の
骨
格

を
鍛
錬
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
、

作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
、
春
の
県
美
展
で
も
特

選
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
書
へ

の
思
い
を
熱
く
語
ら
れ
る
と
と

も
に
、
素
直
に
う
れ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
1
1
月
6
日
（
土
）
、
・

7
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
牧
水

の
里
の
秋
祭
り
（
産
業
文
化
祭
）

で
、
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
じ
っ

く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

教
育
長
に
　
　
　
鍵
隔
曇
勲
改
め
て
お
礼
　
督
ピ
艶
歌
眠
難
鷲

　　

s
甲
欣
一
氏
再
任
　
を
纏
機
織
蛋
勘
楠
娠
励
職
制
　
㎝
縁
忽
蜘
藩
雛
魁
進
…
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
新
た
に
し
て
職
務
遂
行
に
努
　
　
元
気
の
あ
る
地
域
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
四
、
健
康
は
宝
で
す
。
緒
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
教
育
行
政
推
進
に
当
　
　
に
ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
）
に
親
し
み
、

塾
忌
引
無
帽
響
∴
開
聞
晦
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
都
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
再
任
　
ま
す
。
町
民
一
人
用
と
り
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ
い
さ
っ
と
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
学
志
向
が
大
事
で
す
。
身
近
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
　
　
実
践
と
し
て
読
書
に
努
め
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て
家
庭
で
の
学
習
習
慣
　
　
よ
う
。

　
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
本
町

人
事
で
、
都
甲
欣
一
教
育
長
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
家
庭
教
育
が
大
切
で
す
。
　
　
教
育
の
振
興
に
総
力
を
傾
注
し

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
児
期
か
ら
基
本
的
な
生
活
習
　
　
て
参
り
ま
す
が
、
町
民
の
方
々

ご
あ
い
さ
つ
　
縄
鶴
膏
壷
射
墨
壷
難
縫
鋤
罫

　
町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
　
　
尊
重
す
る
態
度
の
育
成
に
努
め
　
　
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

教
育
．
文
化
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
　
　
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。

に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
　
　
三
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
時
代

　
回
（
。
回
）
回
園
（
回
内
）
昌
回
（
圓
・
）
・
。
（
。
ロ
）
5
回
（
・
・
）
。
・
（
。
・
）
回
・
（
回
6
）
昌
。
（
・
5
）
・
・
（
。
回
）
。
回
（
聞
。
）
■
回
（
■
■
）
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
渡
川
の
三
口
同
辰
雄
さ
ん
に
、
　
　
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
誉
と
な
り

高
齢
者
叙
勲
　
　
　
譲
の
米
寿
を
機
会
に
贈
ら
れ
　
ま
し
た
・

（
旭
日
単
光
章
）
受
章
戦
羅
欝
贈
講
雄

　　
@　
@　

D
勲
鞠
　
論
意
遷
座
．

　　

@　

@　

@
｛
遷
日
年
ま
で
肇
委
員
会
委
員
霧
　
　
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
な
ど
、
長
年
の
功
績
が
認
　
　
　
　
　
　
　
園
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9
月
2
6
日
（
日
）
は
、

町
内
の
小
学
校
で
秋
季

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
越
表
小
学
校
で
は
、

地
区
民
あ
げ
て
の
大
会

と
な
り
、
競
技
や
応
援

合
戦
に
に
ぎ
や
か
な
歓

声
が
上
が
り
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

卜鏡技風景・》

難が・

X
’

　
　
饗
　
．

一2響f、　．

　
1
0
月
1
5
日
（
金
）
、
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

秋
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
町
内

か
ら
1
3
6
名
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
優
勝
、
塩

月
リ
ェ
子
さ
ん
（
鶴
野
内
）
、

準
優
勝
、
田
代
富
子
さ
ん

（
寺
運
）
、
3
位
、
福
谷
ツ

ヤ
子
さ
ん
（
鶴
野
内
）
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
0
月
3
日
（
日
）
、
東
郷
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
9

回
商
工
会
長
杯
親
睦
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
9
チ
ー
ム
は
、

A
・
B
パ
ー
ト
に
分
か
れ
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
A
パ
ー

ト
は
「
東
郷
に
な
い
て
」
、
B

パ
ー
ト
は
「
高
松
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
O
B
」
が
勝
ち
あ
が

り
決
勝
戦
を
戦
っ
た
結

果
7
対
0
で
「
東
郷
に
な
い

て
」
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
0
月
1
0
日
（
日
）
、

美
々
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
、
第
1
6
回
商
工
会
長

杯
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
4
8
名
の

参
加
者
は
、
絶
好
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。

　
両
大
会
と
も
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

▲
　
昌

▼
’謁1～1

一
一

7

◆幽11■
■

　
1
0
月
1
6
日
（
土
）
、
さ

く
ら
館
で
日
向
地
区
交

通
指
導
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
向
市
、

門
川
町
及
び
入
郷
6
町

村
か
ら
、
交
通
指
導
員

や
関
係
者
約
5
0
名
が
出

席
し
、
交
通
安
全
講
話

や
交
通
指
導
の
実
地
研

修
も
あ
り
、
互
い
に
研

修
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

研
修
の
よ
う
す

91●圃≡垂琶躍i田運i隔日
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こ
の
度
、
文
芸
誌
「
山

ざ
く
ら
」
が
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
東
郷
文

芸
の
会
（
三
浦
園
男
代
表
）

が
編
集
・
発
刊
し
た
も
の

で
今
回
で
3
7
号
と
な
り
ま

す
。
中
に
は
、

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

東
郷
町
鶴
野
内

　
三
浦
園
男

　
電
話
6
9
1
2
5
8
5

37号

平成16年9月

…皿
ﾟ

．

一
＝

町
内
や
本
町

ゆ
か
り
の
方

の
思
い
や
短

歌
な
ど
が
多

数
収
め
ら
れ

て
お
り
、
充

実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い

ま
す
。

山ざくら
東郷文芸の会

蓼
絢

　
垂
讐
　
f

、

匠
凱

国適327号を見まもる一璽豚ロー、’

≡■
＝

鴨

●
……経雁・雪5

　
今
月
は
写
照
の
高
木
洋
征
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

⑳
。
現
況
と

　
　
　
　
　
　
ム
フ
後
の
経
営

　　　　　蕪1、遮i　　　　　　　　　　鐘

　　　　　　　＝湧×
　
現
在
、
養
豚
と
シ

キ
ミ
、
平
兵
衛
酢
、

水
稲
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
養
豚

の
一
貫
経
営
（
母
豚
百

頭
（
育
成
を
含
む
）
）

と
シ
キ
ミ
ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
平
兵
衛
酢
三

十
ア
ー
ル
、
水
稲
四

十
ア
ー
ル
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

●
纐蹴群
櫓仁

海
自

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
豚
糞
尿

処
理
の
施
設
整
備
も
終
っ
た
の
で

豚
の
生
産
技
術
の
向
上
を
図
り
経

営
の
安
定
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
出
口
の
高
木
洋
征
さ
ん

の
豚
舎
を
訪
問
し
て
取
材
し
ま
し

た
。　
高
木
洋
征
さ
ん
宅
は
国
道
か
ら

少
し
離
れ
た
清
閑
な
場
所
に
お
母

㌢
〆
・

さ
ん
と
ご
夫
婦
の
3
人

で
お
暮
ら
し
で
す
。

　
高
木
さ
ん
の
自
宅
か

ら
4
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
小
高
い
丘
の
上

に
階
段
状
に
豚
舎
が
配

置
さ
れ
、
こ
こ
で
母
豚
．

八
十
頭
、
育
成
二
十
頭

を
飼
育
さ
れ
母
乳
八
十

頭
で
年
間
二
、
三
回
の

出
産
で
約
千
八
百
頭
の

肉
豚
を
出
荷
す
る
一
貫

経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豚
舎
の
周
囲
の

山
に
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
シ
キ
ミ
を

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

洋
征
さ
ん
が
J
A
を
辞
め
ら
れ
る

と
き
に
奥
様
が
シ
キ
ミ
を
、
洋
征

さ
ん
が
養
豚
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し

て
担
当
す
る
た
め
植
栽
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
平
兵
衛
酢
三
十

ア
ー
ル
に
つ
い
て
は
豚
糞
を
た
っ

ぷ
り
施
用
し
て
い
る
の
で
良
質
の

も
の
が
生
産
で
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
養
豚
経
営
に
つ
い
て
は
肉
価
が

牛
の
B
S
E
の
影
響
で
一
時
値
上

が
り
し
良
か
っ
た
が
平
成
十
五
年

度
は
や
や
値
下
が
り
し
て
い
る
。

飼
料
に
つ
い
て
は
や
や
値
上
が
り

傾
向
に
あ
り
早
く
安
定
し
て
欲
し

い
。
生
産
面
で
は
種
付
け
が
長
く

か
か
る
の
で
短
縮
し
た
い
、
子
豚

が
病
気
や
事
故
死
が
あ
る
の
で
豚

舎
を
清
潔
に
保
ち
病
気
が
出
な
い

よ
う
に
常
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
高
木
さ
ん
は
J
A
経
済
連
の
多

頭
飼
育
者
女
性
研
究
会
に
お
い
て

上
物
出
荷
率
、
多
頭
出
荷
、
子
豚

草
成
率
等
最
優
秀
経
営
者
と
し

て
平
成
十
四
・
十
五
年
に
表
彰
を

受
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
十
六
年

度
は
二
席
の
J
A
中
央
会
長
言
を

受
賞
さ
れ
る
高
度
な
技
術
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
養
豚
経
営
で
一
番
苦
労
す
る
豚

糞
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

コ
ン
ポ
ス
ト
を
導
入
さ
れ
て
お
り
、

浄
化
槽
と
簡
易
藍
建
装
置
で
公
害

防
止
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
処

理
し
た
豚
糞
は
肥
料
袋
一
溜
百
円

で
販
売
し
て
お
り
近
所
に
は
無
償

で
頓
済
し
て
お
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
養
豚
経
営
の

維
持
安
定
を
し
て
い
き
た
い
の
で

枝
肉
価
格
が
一
㎏
当
た
り
四
百
円

と
飼
料
の
価
格
の
安
定
、
飼
養
関

係
で
は
母
豚
の
小
格
豚
イ
メ
ー
ジ

で
の
育
成
に
よ
る
事
故
の
防
止
に

よ
る
子
豚
育
成
率
の
向
上
に
努
め

経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
経
営
管
理
に
つ
い
て
は
現
在
は

会
計
事
務
所
に
依
頼
し
て
い
る
が

今
年
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
て
普
及

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
研
修
に
奥
様
が
参
加
さ
れ
自
己

管
理
に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
高
木
さ
ん
、
養
豚
と
シ
キ
ミ
、

平
兵
衛
酢
の
経
営
は
大
変
で
す
が
、

経
営
の
基
本
は
計
数
管
理
を
行
い

実
態
把
握
を
基
に
経
営
計
画
を
た

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

馨
繧
だ
澄

　
9
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か

ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高

額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
5
3
頭

雌
平
均
　
4
5
6
、
1
2
9
円

去
勢
平
均
　
　
4
7
2
、
6
0
1
円

合
計
平
均
　
　
4
6
5
、
7
6
4
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

福
瀬
野
別
善
昭
せ
い
こ
号

血
統
安
平
・
糸
秀
・
糸
弘
2

3
2
1
日
令
3
2
8
㎏

　
　
　
　
　
　
7
8
0
、
1
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

鶴
野
内
伊
東
健
児
大
日
1
7
3
号

血
統
日
向
国
・
福
桜
・
糸
秀

3
0
6
日
令
2
9
0
㎏

　
　
　
　
　
　
5
4
7
、
0
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
6
頭

雌
平
均
　
3
9
1
、
4
4
0
円

去
勢
平
均
　
　
4
6
3
、
2
2
5
円

合
計
平
均
　
　
4
1
8
、
3
5
9
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

庭
田
高
瀬
秋
三
あ
き
ひ
め
号

血
統
安
平
・
隆
桜
・
糸
秀

3
2
7
日
令
3
0
1
㎏

　
　
　
　
　
6
3
6
、
3
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

庭
田
黒
木
義
光
玉
栄
号

血
統
茂
福
・
糸
秀
・
隆
美

2
7
1
日
令
2
7
4
㎏

　
　
　
　
　
　
4
8
5
、
1
0
0
円

3x●●●融嘔ii旋講匿．照i篇絨槻8
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叩網翻
一瓢鞠鱈窪包鋤

料
り き

　　　　　　多受診、重裡受診を知っていますか？

一・医療機関を・ひと月に3ヶ所以上受診していること
　　　　　　　　　（例えば：内科＋眼科＋整形）

国翻・同じ診療科を、2ヶ所以上・2ヶ月以上続けて受診していること

　　　　　　　　　（例えば：整形＋整形）

　　　　　　　　または、同じ診療科をひと月に3ヶ所以上受診していること

　東郷町は、多受診者が多く、過去5年間県内で（被保険者に占める割合が多い方から）5位以内に入

っています。例に挙げているように内科と眼科と整形外科の組み合わせが多いようです。重複受診で

は、整形外科をひと月に2ヶ所以上受診している人が12％を占めています。ひと月80万円以上の高額

療養者では、骨折等の整形外科疾患患者が22％を占めています。

　足腰の筋力低下は、膝の痛みや歩行困難を引き起こしやすくし、また転倒し骨折を招く原因にもな

ります。予防するためにはこ丈夫な足腰であることが大切です。筋力は適度に使うことでその力を保

ちます．老化によって低下した筋力も、コツコツ毎日トレーニングすることで改善できますよ！！

あ
な
た
の
筋
力
は
大
丈
夫
？
？
？

転
倒
の
危
険
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

◎当てはまる項目の点数を合計してください。　　　　合計で、
□現在3種類以上の薬を飲んでいる・………………・…・…1点

□この1年間に入院したことがある……・…………・・1点

□この1年間に転んだことがある……………・…・…・3点

□現在、転ぶのが怖いと感じている……………・…・…・・……………・・2点

□日常の外出（遠出）が、1人で出来ない………・…・……・………1点

下物につかまらないと、つま先立ちが出来ない・……………・…・…1点

ロトイレに行くのに間に合わず、失敗することがある……………1点

□肉類・卵・魚介類・牛乳の内、いずれかを毎日1つ以上食べていない……1点

□これまでやってきたことや、灯心があったことの多くを最近やめている…1点

□握力が男性で29kg未満、女性で19kg未満である…………………2点

□目を開いて片足で立っていられる時間は、男性20秒未満、女性10秒未満…2点

□5mを普通に歩く時にかかる時間は、男性4．4秒以上、女性5秒以上…3点

　　　　5点以上

の人は筋力トレー
ニングが必要です。

白丸終日、 ・潔‘ ぼ“めま砺　翁1

②朧ビ～麓）
　　を　げも　　をチ　こ　け　を　し　す

．重罰離雛瓢肱魏，～・
したあとヒ　を　ナ　を　うすう

’：駅ぎ騰砂し高く上げると・太ももに @姦蓬
より強い力が力聾わる

　　　　　　　ももピひ　　　　　　ぞ　ま

　　　　一〉勧乃ブ　㌧

　　　　↑

③
両藤を軽く合Pせ、

両足を上げる。

膝を合わせたまま、

足首を開いて閉し

る動作を繰り返ず

・：・開閉時に足芭に

力を入れない，

膝を倉わせて

両足開閉

轟劣

← →

　片膝上げ・④
　鞠寄せ（左右）
片足を軽く上げ、膝を諭の方へ引

き寄せ、緩める重趣作を3回繰り返し、

足を下ろす

∵左右繰り返し行う引き寄ぜるとき

は足に力を入れない　　　濃の簸力

・i・背中は背もたれに　　　　　アツブ

つけない．

↑
、、

盈

【最優秀賞】

山元大志（坪谷中2年）「二人で魚つり」

健
康
は
元
気
な
日
々
の
積
み
重
ね

継
続
し
よ
う
自
分
の
た
め
に

坪
谷
中
学
校
　
三
年
　
吉
永
塗
絵

【
入
　
賞
】

原
田
　
将
平

　
　
（
東
郷
小
5
年
）

斧
　
　
俊
吾

　
　
（
東
郷
小
3
年
）

関
口
ひ
か
り

　
　
（
東
郷
小
2
年
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
畑
に
か
よ

っ
て
る
　
だ
か
ら
お
い
し
い
野

菜
が
で
き
る

坪
谷
小
学
校
　
五
年
　
矢
野
裕
治

【
入
　
選
】

お
と
う
さ
ん
た
ば
こ
は
や
め
よ

う
が
ん
に
な
る
　
元
気
な
体
で

い
て
く
だ
さ
い

坪
谷
小
学
校
　
二
年
　
三
角
聖
人

11月の行事予定表

　
本
年
度
の
健
康
ポ
ス
タ
ー
・

短
歌
に
は
町
内
小
・
中
学
校
よ

り
ポ
ス
タ
ー
フ
9
作
品
、
短
歌
2

5
8
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
程
次
の
と
お
り
入

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞

者
は
、
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り

表
彰
式
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

黒
木
　
天
蚕
（
東
郷
小
4
年
）

高
山
　
　
元
（
東
郷
小
3
年
）

毎
日
を
元
気
に
す
ご
す
健
康
で

家
族
み
ん
な
の
笑
顔
が
一
番

東
郷
中
学
校
　
一
年
田
中
美
里

（
大
上
敏
男
選
）

【
優
秀
賞
】

q

一
，
▼
．

一
一一一
ワ

一一

偽三岡
昌
一

＝

●

蜀

儀
福

【
準
特
選
】

体
は
ね
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る
ふ
し

ぎ
だ
よ
　
と
っ
て
も
す
ご
い
ご

は
ん
を
食
べ
る
と

越
表
小
学
校
　
二
年
上
原
渉

国

華
や
す
ら
ぎ
館

田
6
9
1
3
3
6
7

鋳

（
本
多
茂
雄
選
）

【
特
　
選
】

健
康
な
体
を
作
る
秘
密
は
ね

毎
日
食
べ
る
ご
は
ん
が
大
事

東
郷
中
学
校
　
一
年
上
田
裕
太

11月地区巡回健康相談

蔓
・
＝

期　日　　　場　　　所　　　　受付時間

育児サークルちびちびCLUB

お近くの健康相談をご利用ください。

燉e：血圧・体重測定、尿検査、相談、指導
V人保健手帳をご持参ください。

2・16日（火）や　す　ら　ぎ　館　　10：00～12：00

リハビリ教室
期　日 会　　　　場 受付時間

17日（水）シルバーセンター　10：00～10：10
大谷地区営農研修センター 9：30～10＝00

4日（木）

乳児健康診査 小野田多目的集会施設 13：30～14：00

10日（水）や　す　ら　ぎ　館　12：30～13：00
5日（金） や　　す　　ら　　ぎ　　館 9：30～10：00

3歳児健康診査 9日（火） 寺迫山ノロ集落センター
10：00～10：30

10日（水）や　す　ら　ぎ　館　13：00～13：30 落　　鹿　　公　　民　　館　　13：30～14：00

さくらんぼの会 中　　尾　　公　　民　　館 「10：00～10：30

25日（木）や　す　ら　ぎ　館　　　10：00
12日（金）

庭　　田　　公　　民　　館 13：30～14：00

1人当たり医療費（平成16年3月～平成16年5月）単位、円 長　　崎　　集　　会　　所 9：30～10：00

東　郷　町
19日（金） 日　田　尾　集　会　所 11：00～11：30

1人当たり医療費りll頁位
市町村平均

広瀬生活改善センター 14：00～14：30

一　般 62，520　：5 53，368 福　瀬　下　村　公　民　館 9：30～10：00

退　職 84，166　：28 86，874
24日（水）

鳥　　川　　公　　民　　館 13：30～14：00

老　健 210，264　：1 188，772 中野原営農センター 9：30～10：00

合　計 112，459　：1 94，284

30日（火）

中野原1地区コミュニティセンター　　13：30～14：00

詫　・＝ド　　護・　亀　　圭≡ 開　・鴇▼

＝・ h‘ @唖…　　　oo　　●●　層



傭起・魑

％
し

ノ
』
目騒匙タイ惣三者野、

㌘
へ
）

　イギリスの詩人ジョン・キーツにより書かれた「秋を寄せて」

という有名な詩があります。その詩は「霧と果物の熟れる季節よ」

という一節に始まるのですが、私は毎年この季節になるとこの一

節を思い出します。

　秋を連想させるものの一つには霧があるでしょう。または、

11月第4木曜日の食物に関しての大切な祝日、サンタスギビン

グもそうです。たいていのアメリカ人はサンタスギビングの日、

友人や家族と共に、食卓にはマッシュドポテト、クランベリーソ
∫ Nl

　一ス、パンプキンパイ、そして七面鳥が用意されます。私の誕生日は／「月で＼この時期と重なるため

　バースデーケーキの代わりにパンプキンパイを与えられることもしばしばです。誕生日に伝統的な料理

　を半強制的に食べさせられることが多いためちょっと嫌いになりましたが、その匂いや雰囲気は私に家

　族や家を喚起させてくれるものでもあります。このため、秋は「ゴムボートフードの季節」とよく呼ば

　れています』

　　私は東郷町に来て2度サンタスギビングを祝いました。小さな電子レンジで七面鳥を調理することは

　難しかったのですが、ここで伝統的な秋の行事を友人と行うことができて大変うれしく感じています。

　　私は秋が近づいて熟れてくる梨、柿、みかん、そして敬老の日、体育の日、文化の日等の祝日を体験

　し、この日本の秋がだんだんと好きになってきました。特に祖国アメリカには同じようなものがない「体

　育の日」は好きです。アメリカは世界的に肥満が多い国としても知られています。大統領がダイエット

　や運動などを奨励しているほど多くの肥満がいるのです。多くの人々は運動をきつくて退屈なものだと

　考えているのですが、私は日本の「体育の日」のように特別な運動の日をアメリカでも行ってみればす

　ばらしいのではないかと思います。私も何となく運動は苦手でしたが、今年、子供たちの運動会に楽し

　く富力口することができました。子供たちと共にダンスやゲームをすることは運動が楽しいものであると

　私に思い起こさせてくれました。幼稚園や保育園の運動会がきっかけで、友達とスポーツジムに通うこ

　とにしました。

　　この秋は．柿などの「ゴムボートなもの」を食べながら、そして運動しながら．近づく冬に備えよう

りと思います0　　　　　　　　　　　　隻
蓼

ノ「
｝｝－一「一一、 |毫

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

牛
小
屋
は
錆
び
多
く
し
て
子
の
を

ら
ぬ
嫁
は
苦
労
を
口
に
出
す
な
し

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

ア
テ
ネ
の
岡
を
走
る
日
本
の
女
性
あ

り
夜
更
け
の
テ
レ
ビ
に
心
高
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

細
く
と
も
八
十
路
の
日
々
を
耐
ゆ

る
日
々
心
つ
ま
し
き
心
を
ま
も
る

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

葉
の
千
切
れ
枝
の
折
れ
た
る
庭
の
柿

野
分
け
の
風
に
朝
よ
り
唱
う

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

銀
粉
を
窓
辺
に
残
し
這
ふ
蝶
は

生
き
行
く
証
し
庭
に
残
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

玉
砕
と
心
に
決
め
て
壕
堀
り
し

チ
エ
ジ
ュ
島
の
夢
に
夜
更
け
目

覚
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

ト
ニ
ッ
ク
の
匂
ひ
さ
は
や
か
に

通
り
行
く
少
女
は
垣
の
コ
ス
モ

ス
に
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

罪
の
な
き
童
ら
盾
に
立
て
こ
も
る

テ
ロ
の
悪
行
世
界
が
責
め
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

わ
が
家
の
被
害
気
に
な
る
こ
の
朝
離

れ
住
む
娘
ら
の
地
震
の
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

秋
風
に
枝
を
ふ
る
は
す
観
音
竹
根

を
分
け
て
く
れ
し
亡
き
下
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

午
前
二
時
風
収
ま
り
て
三
日
月
は

青
き
シ
ー
ト
の
屋
根
に
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

台
風
の
度
か
さ
な
り
て
十
六
号
わ

が
家
も
今
日
は
屋
根
剥
が
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

曼
珠
沙
華
咲
け
ば
命
日
近
づ
き
ぬ

妻
逝
き
し
日
は
夢
の
ご
と
し
も

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

鉱
泉
の
い
は
れ
を
記
す
看
板
を

読
む
誰
も
無
く
祭
り
賑
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

論り
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獅
ﾌ
・
田
添
擶
薩

ビ
デ
オ
上
映
会

　
☆
1
3
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
鉢
か
つ
ぎ
姫
」
「
一
軒
家
の
婆
」

「
ね
ず
み
経
」

「
に
ん
じ
ん
と
ご
ぼ
う
と
だ
い
こ
ん
」

☆
2
7
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
』
よ
り

「
く
わ
ず
女
房
」

「
蛙
に
な
っ
た
ぼ
た
餅
」

「
む
り
ど
ん
」
「
小
僧
が
ま
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
1
日
・
3
日
・
8
日
・
1
5
日
・

22

冝
E
2
3
日
・
2
9
日

F

し
た
サ
イ
モ
ン
少
年
は
、
骨
董

屋
で
出
会
っ
た
不
思
議
な
老
婦

人
に
協
力
を
求
め
ら
れ
る
が
、

彼
女
こ
そ
数
々
の
難
事
件
を
解

決
し
て
き
た
ミ
セ
ス
・
ブ
ラ
ッ

ド
リ
ー
だ
っ
た
…
。

・
猫
に
名
前
は
い
ら
な
い

　
　
　
　
　
A
．
N
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　
各
地
を
転
々
と
さ
す
ら
っ
て

老
い
を
迎
え
た
猫
が
、
生
涯
を

振
り
返
り
、
孫
に
「
生
き
る
」

意
味
を
語
る
。
鋭
い
人
間
観
察
、

受
け
継
が
れ
る
「
生
と
死
」
の

不
思
議
さ
を
伝
え
、
世
代
を
超

え
て
読
ま
れ
て
い
る
感
動
の
書
。

そ
の
他

・
間
宮
兄
弟
　
　
　
　
江
国
香
織

・
偽
り
の
館
　
　
　
　
折
原
　
一

・
夏
の
名
残
り
の
薔
薇
　
恩
田
陸

・
庭
の
桜
、
隣
の
犬
　
角
田
光
代

・
あ
の
夏
、
風
の
街
に
消
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
諒
一

・
七
月
七
日
　
　
　
　
古
処
誠
二

翻麟
一
般
図
書
　
　
　
一

・
月
が
昇
る
と
き

　
　
　
　
　
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

　
運
河
の
町
で
発
生
し
た
切
り

裂
き
魔
に
よ
る
連
続
殺
人
事
件
。

事
件
の
真
相
を
探
ろ
う
と
決
心

・
ラ
ス
ト
ド
リ
ー
ム

・
ナ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト

・
ゆ
め
つ
げ

・
飢
餓
の
娘

・
男
に
生
ま
れ
て

・
芥
火

・
赤
ま
ん
ま

・
二
十
四
時
間

・
鷹
姫
さ
ま

志
水
辰
夫

津
島
佑
子

畠
中
恵

虹
　
影

荒
俣
宏

　
　
　
　
　
　
　
乙
川
優
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
北
原
亜
以
子

　
　
　
　
　
　
　
　
乃
南
ア
サ

　
　
　
　
　
お
鳥
見
女
房

　
　
　
　
　
　
　
　
諸
田
玲
子

・
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト

　
　
　
　
サ
ラ
・
パ
レ
ツ
キ
i

・
ブ
ル
ー
タ
ワ
ー

・
降
順
純
情
旅

・
真
夜
中
の
神
話

・
江
戸
の
風
花

・
ひ
た
ひ
た
と

石
田
衣
良

砂
糖
雅
美

真
保
裕
一

鳥
羽
亮

野
沢
尚

・
沙
門
空
海
唐
の
国
に
て
鬼
と

　
平
す
　
巻
ノ
3
・
巻
ノ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
枕
　
摸

・
幻
覚
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
↓

・
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
　
村
上
春
樹

・
愛
す
る
能
力
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

・
9
歳
の
人
生

　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ル
ギ
ョ
ル

・
海
の
オ
ベ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
C
．
デ
イ
リ
ー
・
キ
ン
グ

・
リ
ー
ラ
　
　
　
　
玄
侑
宗
久

・
ア
サ
シ
ン
　
　
　
新
堂
冬
樹

・
虎
の
城
上
・
下
　
　
火
曜
雅
志

・
ア
ヴ
エ
ン
ジ
ャ
ー
　
上
・
下

　
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス

児
童
図
書

・
ミ
ル
ク
ウ
ィ
ー
ド

　
　
　
　
　
ジ
ェ
リ
ー
・
ス
ピ
ネ
ッ
リ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
ナ
チ
ス
時
代
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
街
に
突
然
現
れ
た
少
年
と
、

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
た
ち
。

ゲ
ッ
ト
ー
の
壁
で
隔
て
ら
れ
た

二
つ
の
世
界
の
過
酷
な
事
実
が
、

少
年
の
ピ
ュ
ア
な
瞳
に
映
し
出

さ
れ
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
イ
ト

賞
受
賞
作
。

そ
の
他

・
い
の
り

　
　
　
フ
ェ
リ
シ
モ
ン
・
ス
タ
ー
ジ
ス

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
ふ
し
ぎ
の
森
の
ヤ
ー
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
内
田
燐
太
郎

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
暴
力
の
世
界
地
図

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
千
枝

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
・

　
高
校
生
対
象
）

・
星
空
か
ら
来
た
犬

　
　
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
臆
病
者
と
呼
ば
れ
て
も

　
　
　
　
　
マ
ー
カ
ス
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
シ
ッ
プ
船
長
と
い
る
か
の
イ

　
ッ
ト
ち
ゃ
ん
か
ど
の
え
い
こ

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
島
の
少
女

　
　
　
　
ル
イ
ー
ズ
・
ア
ー
ド
リ
ッ
ク

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
ビ
ユ
ン
ビ
ュ
ン
き
し
ゃ
を
ぬ
く

　
　
　
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
パ
ー
ト
ン

　
機
関
車
に
石
炭
を
く
べ
る
ゴ

ウ
ゴ
ウ
と
愛
犬
の
ビ
ュ
ン
ビ
ユ

ン
は
、
い
つ
も
一
緒
で
す
。
ビ

ュ
ン
ビ
ュ
ン
は
列
車
の
横
を
走

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
慢
の

列
車
を
や
す
や
す
と
追
い
抜
か

れ
て
、
駅
長
さ
ん
は
、
が
ま
ん

な
り
ま
せ
ん
…
。

・
は
だ
か
の
王
さ
ま

　
　
　
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
i
・
パ
ー
ト
ン

　
昔
、
新
し
い
服
が
な
に
よ
り

好
き
と
い
う
王
様
が
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
ふ
た
り
の
男
が
や
っ

て
き
て
、
自
分
た
ち
は
「
魔
法

の
布
」
を
織
る
と
言
い
ま
す
が
…
。

す
み
ず
み
ま
で
ユ
ー
モ
ア
に
富

ん
だ
絵
と
、
愉
快
で
あ
り
な
が
ら
、

大
事
な
事
の
語
ら
れ
る
お
話
。

そ
の
他

・
お
へ
や
の
な
か
の
お
と
の
ほ
ん

　
　
　
　
レ
ナ
ー
ド
・
ワ
イ
ズ
ガ
ー
ド

・
は
る
か
な
島
の
も
の
が
た
り

　
　
　
　
　
　
　
宇
野
亜
喜
良

・
寿
限
無
　
　
　
　
工
藤
ノ
リ
コ

・
な
い
た
　
　
　
中
川
ひ
ろ
た
か

・
ぼ
く
、
グ
ジ
グ
ジ

　
　
　
　
　
チ
ェ
ン
　
チ
ー
ユ
エ
ン

・
す
き
す
き
ち
ゆ
i
！

　
　
　
　
　
イ
ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ブ
ラ
ウ

・
つ
き
よ
の
ぼ
う
け
ん

　
　
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
二

・
わ
た
し
の
く
ま
さ
ん
に

　
　
　
　
ジ
ム
・
ラ
マ
ル
シ
ェ

・
マ
マ
ン
　
　
　
マ
リ
オ
・
ラ
モ

・
ね
え
ね
え
　
　
　
長
谷
川
義
史

・
き
み
は
ほ
ん
と
う
に
ス
テ
キ
だ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
西
達
也

・
魔
女
の
子
ど
も
だ
ち

　
　
　
　
ラ
ッ
セ
ル
・
エ
イ
ト

・
ワ
ー
ニ
ー
、
パ
リ
へ
行
く

　
　
　
　
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ノ

・
パ
パ
と
マ
マ
の
た
か
ら
も
の

　
　
　
　
サ
ム
・
マ
ク
ブ
ラ
ッ
ト
ニ
ィ

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

箭熱；ロ纏聡響
噸

一｝

湘嘘
矧

O

’」塑盟聖



⑤睡麺

§＝バし一ボー爬雛室閤催

　今年10月より、東郷町ミニバレーボール協会主

催で高校生以上を対象に、ミニバレーボール教室

を開催いたします。

　ミニバレーボールに興味のある方、やってみた

いなあ一と思っているあなた　健康づくりとして

練習しませんか？

　練習の基礎、ルールなどわかりやすく教えます。

みなさんのご参加をお待ちしています。

　参加者は随時受付します。

目　的：ミニバレーボール愛好者の競技力の
　　　　向上と親睦をはかる。

主催：東郷町ミニバレーボール協会
期　日：平成16年10月～17年3月まで（計12回）

　　　　毎月第1・第3木曜日

時間：午後7時30分侶9時30分

場所：東郷町中央公民館体育館
対象者：東郷町内在住者　高校生以上（男女は
　　　　問いません）

　　　裁判6制摩¢つひご

◎平成16年5月「裁判員の参加する刑事裁判に関

　する法律」が成立しました。公布の日（平成16

　年5月28日）から5年以内に施行されます。

◎裁判員制度は，国民のみなさんに裁判員として

　刑事裁判に参加してもらい，被告人が有罪かど

　うか，有罪の場合どのような刑にするかを裁判
　官と一緒に決めてもらう制度です。

◎国民のみなさんが刑事裁判に参加することにより，

　裁判が身近で分かりやすいものとなり，司法に

　対する信頼の向上につながることが期待されて

　います。国民が裁判に参加する制度は，アメリ

　カ，イギリス，フランス，ドイツ，イタリア等
　でも行われています。

これまでの刑事裁判
　ぐ》　　　鳥　　　　“

鱒饗㌧
お問い合わせ先

重

町ミニバレーボール協会

寺田（電話69－2536）

黒田（電話69－2075）

東郷町教育委員会
　　　電話69－3909

裁判員制度が導入されると…

議論鱒弱糠
ゆ裁判が身近でわかりやすいものになる。

ゆ司法に対する国民の信頼が向上する。

※詳しくは，裁判所ホームページ
　http：／／www．courts．gojp／をご覧ください。

有害図書類自動販売機
「3ない運動」にご協力を！
　最近、県下全域において有害図書類（ビデ

オ、雑誌等）を販売するための自動販売機の

設置が増え、青少年に与える影響が懸念され

ております。また、自動販売機設置に関する

土地の賃貸等の契約において、地主がジュー

ス類の自動販売機と勘違いして契約してしま

ったという事例が県内各地で発生しておりま

す。青少年の健全育成のための環境浄化に向

け、有害図書類自動販売機「3ない運動」に
ご協力を！

○有害図書類自動販売機「3ない運動」

　1　設置場所を貸さない（売らない）

　2　自動販売機を置かせない

　　　※地域ぐるみで

　3　有害図書を買わない

【問い合わせ先】

　宮崎県地域生活部青少年男女参画課青少年対策班
　TEL　O985－26－7041

　　考えよう　森林・農地の大切さ

　　　国土保全奨励制度全国研究協議会

　ひとときもかかせない空気や水がなくなることを想像できますか？

　大切な働きをしている緑の空間がなくなることを考えたことがあり

ますか？

　森林と農地、それを守り育む農山村地域の果たす役割はとても

重要であり、私たちの生活に欠くことのできないものです。

　森林や農地が広がる農山村地域、私たちのふるさとを守っていき

ましょう。

　ふるさとが、あなたに気付かれるのをじっと待っています。

　国土保全奨励制度全国研究協議会（全国40道府県加盟）は、森

林や農地の重要性や農山村地域活性化の必要性を訴えています。

　森林・農地の大切さを身近なこととして、一緒に考えましょう。

　●11月は「もりとふるさと月間」

　●ll月18日は「もりとふるさとの日」です。

　国土保全奨励制度全国研究協議会

　　事務局　宮崎県環境森林部山村・木材振興課
　　〒880－8501宮崎県宮崎市橘通東2丁目10番1号

　　　　　TELO985－26－7157FAX　O985－26－7314

　　　　　URL　http：〃www．kokudohozenjp
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『 顎臨百 面蓉 讐』

崖 礎鞭讐寮
“
堕

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく
その個性と能力を十分に発揮することができる社会です。

σ ■ 弾｝ @＝≡
　　　’

　日本国憲法には、個人の尊重と法の下の平等がうたわれており、男女平等の実現に向けて、いろいろな取組が

なされてきました。しかし、多くの領域において男女間の不平等は依然として存在しています。

　少子・高齢化の進行など社会経済情勢の急速な変化に対応していく上で、互いにその人権を尊重しつつ責任も

分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は緊
要な課題となっています。

σ ■ rれ

⑳・掃除、洗濯、食事の支度や後片付け、育児、介護など、あらゆる面で家族全員が分担しています。・一 lひとりが家族の一員として意見を出し合い、高額商品の購入や家族問題に関する意思決定も家族全員で相談して行っています。

・子育てについても、「女の子だから」「男の子だから」といった性別によって育て方を区別するのではなく、子

　どもの自主性と個性を大事にした育て方をしています。

㈹・「女らしさ」、　「男らしさ」といった従来の性別による固定観念はなくなり、子どもの自主性と個性を尊重した　教育が行われています。

・授業や様々な活動を通して、男女がお互いを尊重する意識が育まれています。

・育児や介護、ボランティア活動など、成長期に応じた体験学習も進み、社会の一員として協力し合う態度が育まれています。

・募集、採用や配置、昇進、賃金、退職などのあらゆるステージで、男女格差が解消され、個性や能力が十分に発揮されています。

・方針決定過程へ男女が平等に参画し、活力ある経営が行われています。

・家庭生活とのバランスが取れた労働時間で、女性も男性もともにゆとりを持って生き生きと働いています。

・固定的な性別役割分担意識に基づく古い習慣やしきたりにとらわれず、一人ひとりがお互いの行動や考え方を尊重しています。

・地域の意思決定の場へ、男性だけでなく女性も数多く参画し、活力ある地域社会づくりに貢献しています。

・性別や世代を超えた交流を通して、地域社会の一員としての連帯感やボランティア意識の高揚が図られ、明るく

　住みよい地域づくりが進められています。

　　　　　　　　　東郷町ではこんな社会をめざしています！

　
合
併
処
理
浄
化
槽
及
び
単
独

処
理
浄
化
槽
（
現
在
新
た
な
設

置
は
で
き
ま
せ
ん
）
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
保
守
点
検
、

清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
適
切
な
維
持
管
理
を
行
わ
な

い
と
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
し

た
り
、
悪
臭
が
発
生
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
逆
に
生
活
環

境
を
悪
く
す
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
東
郷
町
で
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
そ
の
経
費
の
一
／
2
を

助
成
し
て
お
り
、
農
業
集
落
排

水
施
設
対
象
区
域
外
の
汲
取
り

式
及
び
単
独
処
理
浄
化
槽
設
置

者
は
補
助
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
環
境
係
（
電
話
6
9
1
3

9
0
2
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。

浄
化
槽
の
適
切
な

維
持
管
理
に
つ
い

て
の
お
●
い

詩　運｝・　；脂・　艦　　圭曇 ．麓’．　　薩欝「 ・・ @●●　。
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牧
水
・
の
里
の
秋
ま
つ
り

　　

謔
Q
2
回
東
郷
町
産
業
支
索
祭

さ
わ
や
か
な
秋
の
牧
水
の
里
。
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

燕《

為
う

∠
グ
、

、
轟
き
　

甜
塾
佗
墨
雪

白園
圃　■8

　　　　■習

霞馨轟馨

1晋糧●壷騒び1

書屋崖品口
友好輝嫁8市等物適

文化協会作品展
老人クラブ四品震
季中掌絞掌芸品揖
屋●履　・霞光写馴

1督9●塵慶び僚昌贋
・墨緋産品展

・友好郷鯨●市等物産展

・文化協会作品展
・老人クラブ作品震

・一ｷ品口
・小中学較学芸晶贋

・羅繭展

・罎発願翼コンテスト

1轟
　　　　　　　　　　一一議翻雛一一

■商」るさと：市燭

■テント鱒
　【商■会バザー佗四聖バザー】

■お硬しみ鏑申開

／，
ソ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
（
全
額
．
・
半
額
）
．

丁
学
生
納
付
蒋
例
を
受
睡
り
た
方
へ
．

免
除
（
全
額
・
半
額
）
を
受
け

て
い
た
期
間
や
学
生
納
付
特
例

を
受
け
て
い
た
期
間
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
全
額
納
付
し
て

い
た
期
間
に
比
べ
、
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
期
間
…
年
金

　
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
全
額
免
除
期
間
…
…
全
額
納

　
付
し
た
場
合
の
3
分
の
一
の

　
額
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
半
額
免
除
期
間
…
…
半
額
納

　
付
す
れ
ば
、
全
額
納
付
し
た

　
場
合
の
3
分
の
2
の
額
が
反

　
映
さ
れ
ま
す
。

　
将
来
、
よ
り
多
く
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

10

N
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
と

い
う
「
追
納
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
追
納
す
る
保
険

料
の
額
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
か
ら
2
年
度
を
過
ぎ
る
と
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
当
時

の
保
険
料
に
、
経
過
期
間
に
応

じ
て
］
定
の
額
を
加
算
し
た
額

に
な
り
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
は
、

追
納
を
し
ま
し
よ
う
。

宙
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
で
｛

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月

自
動
的
に
指
定
の
預
（
貯
）
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
等
へ
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
便
利
で
確
実
で
す
。

◆
申
し
込
み
手
続
き
は

　
あ
な
た
の
預
（
貯
）
金
口
座

　
の
あ
る
金
融
機
関
、
郵
便
局

　
の
窓
口
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印

＊
詳
し
く
は
、
住
民
課
住
民
年

　
金
係
（
電
話
：
6
9
1
3
9
0
2
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

瀧翻
；
＝

象
緬琴……

E
・曜

一
＝

≡最講
覧
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二野’泌僧
・
絨繍伊

ソフトテニス大会を開催・参加者募集！1

平成16年度東郷町ふれあいソフトテニス大会開催要項

レ日

レ主

レ主

レ後

レ会

レ種

レ参加資格

レ参加料
レ使用球
レ申込方法

レ申込締切

レ態度決定

レその他

時　平成16年ll月28日（日）※雨天中止

　　　開会式8時30分　試合開始9時

日東郷三教育委員会
管東郷町ソフトテニス連盟
援　東郷町体育協会・新ひむかづくり運動東郷
　　町民会議

場牧水公園テニス場
目　一般男子　35歳未満の部

　　　　　　　35歳以上の部
　　一般女子　35歳未満の部

　　　　　　　35歳以上の部
　　　※年齢は平成17年4月1日現在とする。

　　町内在住者及び東臼杵郡内並びに大会事務
　　局が認めた者。

　　500円（一人）

　　主催者で準備する。

　　個人又は各団体の代表者がとりまとめのう
　　え申し込むこと。
　　　〒883－O192東郷町大字山陰丙1325－1

　　　東郷町教育委員会　ふれあいソフトテニス大
　　　会事務局
　　　電話69－3909／FAX　69－2807

　　平成16年11月10日（水）

　　ll月28日（日）午前6時に判断を行い各申込

　　代表者に連絡する。

　　スポーツ傷害保険（1日保険）には主催者側

　　で加入する。

　　　また、事故心おける責任範囲及び補償に
　　ついては傷害保険の範囲とする。

牧水杯申学生ソフトテニス大会

　　期日：11月20日（土）

　　会場：牧水公園テニス場

〔
行
政
相
談
〕

▼
日
時
　
1
1
月
1
7
日
（
水
）

　
　
　
　
0
　
　
0
　
　
「
D
　
　
O

　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
コ
　
ロ

　
　
　
　
一
　
　
　
O
　
　
　
1
　
　
　
0

▼
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
行
政
相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
置
贔

〇
一
群

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
1
0
月
7
日
ま
で
受
付

た
分
）

◎
寺
迫
の
新
名
袈
裟
弘
さ
ん
よ

　
り（
シ
ゲ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
年
表
の
那
須
マ
サ
子
さ
ん
よ

　
り（
藤
一
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
渦
元
喜
和
子
さ
ん

　
よ
り
（
春
夫
さ
ん
逝
去
）

◎
小
野
田
の
橋
口
喜
一
郎
さ
ん

　
よ
り
（
ヤ
ス
ヱ
さ
ん
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
佐
伯
忠
儀
さ
ん
よ

　
り（
ミ
ヤ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
椎
葉
照
雄
さ
ん
よ
り

（
フ
サ
エ
さ
ん
逝
去
）

、
・
嚢
嚢
今
月
の
納
税
等
麺
璽
・

一国

ｯ
健
療
保
肇
聾

▲
戸
籍
懸
よ
翻
ワ

（
9
月
届
出
分
）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒 渦 佐 橋 那 矢 新
氏

木 元 藤
口
須 野

名

ヤ シ

春 健
ス
藤 慶 ゲ

保 夫 二 ヱ 一 子 子
名

79 76 78 73 82 62 64 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

迫 鶴 羽 小 越 坪 寺 住
野 野 野
内 内 坂 田 表 谷 迫 所

髭

91●1甕●●到開睡翌■麿饒距1量雛1
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■

冨
ゆ盟
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　　　　幽愚寺迫幼稚園〔づ愚

寺迫区　山ノロ
　　　きょう　か

橋口絶佳さん（㈲

父　　章仁さん

母　さおりさん

O好きな食べ物は何ですか？

　おさしみ

○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　しょうがくせい
▲「ぼくとピカチュウ」

　　　　　寺迫区　山ノロ

　　　　　　　　あ　　つき
　　　　　股野蒼点くん（5歳）

　　　　　父　　真司さん
　　　　　母江利香さん

　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　おさかな

　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　　大きな積み川あそび

　　　　　○大きくなったら何に
　　　　　　なりたいですか？
　　　　　　ボケモンのレオキシス

・
●

ほ
　
の償
福
豆
－
▼
　「1馳膨。

帆▲「わたし」

賞賞賞賞翼賞賞賞翫

翻◎誘騨
賞賞翼翼輿翼賞賞賞

コスモスが

　　咲きました

　牧水公園手前の田んぼ

にコスモスが咲きました。

町報8月号でも紹介しまし

たが、仲深の「やろうかい野々

崎」の皆さんが作付けされ
　　　　　　ヨ
たものです。あいつぐ台風

の襲来で心配されましたが

きれいな花を咲かせ、さわ

やかな風にゆれていました。

（10月14日）

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説
都
甲
欣
一

見
よ
旅
人
秋
の
末
な
る
山
々
の

い
た
だ
き
白
く
雪
つ
も
り
来
ぬ

（
路
上
）

　
「
九
月
初
め
よ
り
十
一
月
半
ば
ま
で
信
濃
国
浅
間
山
の
麓
に
遊
べ
り
、

歌
九
十
六
首
」
と
詞
書
さ
れ
た
中
の
一
首
で
、
第
四
歌
集
「
路
上
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
大
悟
法
利
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
自
分
は
こ
う
し
て
一
人
漂
泊
の
旅
に
出
て
こ
ん
な
所
ま
で
来
て
い
る

が
、
う
か
う
か
と
日
を
暮
ら
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ
し
か
秋
も
末
に
な
っ

て
、
遥
か
に
見
え
る
山
々
の
頂
に
は
ま
つ
白
に
雪
が
つ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
よ
い
の
か
、
早
く
何
と
か
し
な
く

て
は
困
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
改
め
て
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
遥
か
な
山
々
に
来
た
新
雪
は
見
る
目
に
は
実
に
新
鮮
だ
け
れ

ど
、
そ
れ
を
讃
美
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
き

出
さ
れ
た
人
の
動
揺
と
旅
人
の
寂
り
ょ
う
感
と
を
歌
っ
た
も
の
だ
と
解

す
る
方
が
自
然
で
も
あ
り
、
歌
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
来

る
。
」

　
ま
た
、
「
路
上
」
に
つ
い
て
の
解
説
の
中
で
、
「
牧
水
が
東
京
を
出
た
の

は
明
治
四
十
三
年
九
月
で
、
ま
ず
山
梨
県
に
入
り
、
早
稲
田
時
代
の
学

友
で
俳
人
の
飯
田
蛇
笏
を
訪
ね
て
十
日
ば
か
り
滞
在
し
た
。
そ
の
後
、

信
州
小
諸
に
入
り
、
岩
崎
樫
郎
に
迎
え
ら
れ
て
田
村
病
院
の
二
階
の
一

室
に
落
ち
つ
い
た
。
信
濃
路
の
秋
は
す
が
す
が
し
く
、
そ
れ
に
こ
の
地
に

は
牧
水
を
敬
愛
す
る
歌
の
友
達
も
か
な
り
い
て
、
毎
日
集
ま
っ
て
来
た
。

牧
水
の
小
諸
滞
在
に
は
も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
。
牧
水
は

ひ
ど
く
健
康
を
害
し
て
い
た
の
で
、
病
気
治
療
の
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
友
人
の
岩
崎
と
田
村
病
院
と
は

ま
こ
と
に
好
都
合
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
こ
の
時
に
詠
ん
だ
の

で
あ
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。
（
大

悟
法
利
雄
著
「
幾
山
河
越
え
去

り
行
か
ば
」
「
若
山
牧
水
全

歌
集
」
よ
り
）
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